富士市社会福祉センター広見荘

薬菜健康クラブ会則
　　　　　　　　　　　　
１．名　称　このクラブは、富士市社会福祉センター広見荘　薬菜健康クラブとする。

２．事務所　このクラブの事務所は富士市社会福祉センター広見荘におく。

３．目　的　このクラブは、会員の情操の高揚、健康保持に寄与するとともに会員相互の親睦を図ることを目的とする。

４．事　業　このクラブは、前項の目的を達成するために次の事業を行う。

　　　　　　薬草、野菜、ハーブ等の作物の効用を研究し、栽培、収穫し活用する。
　　　　　　＊このクラブに関わる資産は、薬菜健康クラブで管理する。

５．会　員　このクラブは、このクラブの趣旨、目的に賛同する者をもって構成する。

６．役　員　このクラブに次の役員をおく。

　　　　　　会長1、副会長1～２、会計1、他(必要に応じて)

　　　　　　会長は会員の互選により決定し、他は会長の指名により決定する。

　　　　　　役員の任期は２年とする
７．慶　弔　会員が死亡・長期入院等の場合は、役員会において別途協議する。

８．運　営　このクラブは、自主運営とし、役員会の議を経て運営する。

９．会　費　毎年度末に、運営費、会員の増減を踏まえて、次年度の会費を決定する。
１０．その他　この規則に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

　
＜制定、改定の経緯＞
平成 5年11月18日制定 　　　　　　　　　　　　　
平成10年 4月  8日改定
平成18年 4月  5日改定
平成26年 4月  9日改定　名称変更（・・薬草教室→・・薬草クラブ）
　会費（3600→6000円／年）変更
平成30年 3月  1日改定　名称変更（・・薬草クラブ→薬菜健康クラブ）
　　　　　　　　　　　　　　　　 事業変更（薬草（植物）の研究・・→薬草、野菜、ハーブ等の効用を研究し・・）
　　　　　　　　　　　　　　　　 会費（6000→10000円／年）変更
平成30年 7月 25日改定  会費改定
　　　　　　　　　　　　　　　　
＝＝＝薬菜健康クラブの前身広見荘薬草クラブの誕生は昭和５４年(１９７９年)＝＝

＜平成２年の文集｢健康礼賛｣(福祉センター広見荘薬草クラブ)の明石四郎会員の｢広見薬草部の歩み｣から＞

　｢昭和５４年８月21日小櫛寅三を初代の会長に選び、岩間正樹、浅井又一郎、遠藤清蔵、鈴木勝氏等の方々が発起人となり、総勢３５人を以って、ここに目出度<広見薬草クラブが誕生したのであります。｣
